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本研究は、通常学級に在籍し、軽度発達障害が疑われる中学校１年男子に対し、外部専

門家、教職員、保護者がチームとして支援を行った実践である。対象生徒の問題行動は、

「授業中に手遊びや独り言が多い 「手順を説明しても同じことを何度も聞きに来る」」、

等であり、教師や級友から不満の声が挙がっていた。特別支援教育コーディネーターがチ

ームの核となって関係者間の連絡調整を図り、個別の指導計画を作成するとともに 「学、

級づくり」の視点による級友への働きかけを行った結果、対象生徒の問題行動は軽減され

た。本研究から、通常学級に在籍する軽度発達障害生徒への支援として、特別支援教育コ

ーディネーターがリードするチーム支援と「学級づくり」の視点の重要性が指摘された。
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